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1. はじめに 

本橋は，鋼２径間連続合成２主鈑桁上の場所打ちＰＣ床版橋である。中間支点付近の床版上には，

活荷重による負の曲げモーメントや，クリープ・乾燥収縮などの後荷重により，引張応力が発生す

る。これらは，橋軸方向をＲＣ構造としているため，ひび割れ発生が懸念される。本工事では，こ

のひび割れを抑制する対策として，ジャッキアップダウン工法を採用した。これは，主桁下縁にジ

ャッキを設置して主桁をアップしてから床版を打設し，その後にジャッキダウンすることで橋軸方

向にプレストレスを導入するものである。 
本稿は，ジャッキアップダウン工法における計画と施工管理について報告するものである。 

2. 工事概要 

工 事 名：大沢橋床版工工事 

工  期：自 平成２４年 ２月２９日  ２１０日間 

至 平成２４年 ９月２５日 

  橋梁型式：鋼２径間連続合成少数主鈑桁 

       橋長９７．０ｍ，幅員１０．６６ｍ（上り線） 

橋長８３．５ｍ，幅員１０．６６ｍ（下り線) 

    図―１に側面図，平面図および図―２に断面図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図-1 側面図,平面図 
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3. ジャッキアップダウン工法の計画 

3.1 主桁補剛材および橋脚部の照査 

ジャッキアップ時およびダウン時において，主桁が座屈や変形しないことを確認するため，ジャ

ッキから受ける反力に対して，主桁の支圧応力度や軸圧縮応力度および主桁溶接部の照査をそれぞ

れ行った。 
橋脚天端はジャッキからの反力を受けるため，橋脚に発生する圧縮応力を照査し，支圧力による

損傷などが無いかを確認した。その結果，発生する圧縮応力は８．３N／ｍｍ２であり許容値以内

（１２N／ｍｍ２）であったため，特段橋脚部への補強対策は行わなかった。 
写真―１に補剛材の設置状況を，写真―２にジャッキ設置状況を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
3.2 ジャッキの選定 

  ジャッキアップ時およびダウン時に，主桁や床版自重を支持で 

き，かつ桁下空間に配置可能なジャッキの選定を行った。 

  図―３にコンクリート打設ＳＴＥＰを，表－１に各ＳＴＥＰの 

反力計算結果を示す。使用するジャッキは，ＳＴＥＰ―３の中間 

支点付近打設後が１１９５４ＫＮと最も反力が大きくなる。その 

ため，使用するジャッキは，桁下空間に配置可能な３０００ＫＮ 

ジャッキを４基（合計１２０００ＫＮ）使用し，図―４のように 

配置した。 

 

 

 

 

 

 

写真-1 ジャッキ補剛材の設置状況 写真-2 ジャッキ設置状況 

図-2 断面図 

表-1 各ステップ時の反力 図-3 コンクリート打設 STEP 
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3.3 打設およびジャッキダウンを行う時期の設定 

  導入するプレストレスは部材剛性に影響されるため，床版コンクリートの試験練りを実施し，コ

ンクリートの材齢とそれに対するヤング係数およびヤング係数比を確認して，打設およびジャッキ

ダウンを行う時期を設定した。なお，設計計算書は，鋼桁と床版コンクリートのヤング係数比ｎ＝

７．０以下であることを確認後，次ＳＴＥＰの打設を行う手順であった。 

  検討の結果，材齢４日ごとに次ＳＴＥＰのコンクリートを打設していけば，常にヤング係数比 

７．０以下に収まることがわかったため，各ＳＴＥＰは材齢４日ごとに打設を行い，ジャッキダウ

ンは中間支点付近のコンクリート材齢４日後に実施する計画とした。 

4. 施工管理と結果 

4.1 施工管理 

施工管理フローを図―５に示す。 

 

① ジャッキ設置前の確認 

  

② ジャッキアップ実施(STEP1) 
とアップ量の管理 

(ジャッキアップ量 20ｍｍ) 

  

③ STEP2 の打設・養生 

  

④ STEP2 のヤング係数比確認後 
STEP3 の打設・養生 

  

⑤ STEP3 のヤング係数比確認後 
ジャッキダウン実施 

  

サンドル材・ジャッキ撤去 

 

 

① ジャッキ設置前の確認：ジャッキアップ前に全ての支点が設計値とおりの高さに据え付けられて

いることを確認した。 

② ジャッキアップ実施とアップ量の管理：設計で定められているジャッキアップ量（２０ｍｍ）を

ジャッキアップした。中間支点付近の打設に伴うジャッキのなじみによるダウン量を考慮し，ア

ップ量は２１ｍｍ以上を確保するものとした。アップ量の計測は，支承部の平坦性を確保できる

よう沓のソールプレート四隅で測定した。規格値は各測定箇所の差±０ｍｍとした。また，各支

承の計測値の平均を算出し，その差の規格値を±１ｍｍとした。 

図-5 施工管理フロー 

図-4 ジャッキ配置図 
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③ ＳＴＥＰ２の打設・養生：支間中央部の打設を行う。なお，コンクリート自重によりアップ量 

２０ｍｍを下回った場合は，再ジャッキアップを行い確保する。 

④ ＳＴＥＰ２のヤング係数比確認・ＳＴＥＰ３の打設・養生：材齢３日後，現場養生したコンクリ

ートのテストピースによりヤング係数を計測し，ヤング係数比が７．０以下であることを確認す

る。 

条件を満足していれば，中間支点付近の打設を行い養生する。③同様，アップ量２０ｍｍを下回

った場合は再ジャッキアップを行う。 

⑤ ＳＴＥＰ３のヤング係数比確認・ジャッキダウン実施：④と同じく材齢３日後，現場養生したコ

ンクリートのテストピースによりヤング係数を計測し，ヤング係数比が７．０以下であることを

確認する。条件を満足していれば，ジャッキダウンを行う。 

4.2 ジャッキアップダウン工法の結果 

  表―２に管理結果を示す。ジャッキアップ時は，各支承とも均一にアップすることができた。ま

た，各支承アップ量平均値の差も１ｍｍ以内となり，平坦性を確保できた。さらに各ジャッキもほ

ぼ均等に作用していた。 

  各ＳＴＥＰにおけるヤング係数比は７．０以下となっており，養生日数を増やすことなく，円滑

に施工が行えた。 

  コンクリートの打設によるアップ量の収縮は１ｍｍ未満に収まっており，常に２０ｍｍ以上を確

保できた。これにより，再ジャッキアップする必要は無かった。 

  ジャッキアップ量測定状況を写真―３に，ジャッキアップ完了状況を写真―４に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. おわりに 

  しゅん工を迎えた平成２４年１０月でジャッキアップダウン工法を行ってから３カ月以上経過す

るが，中間支点上やその周辺の床版上面にひび割れは見られない。これにより，所定のプレストレ

スが導入されているものと考える。 

  厳しい工期のなか，計画および工事に携わった関係者の皆様に感謝申し上げます。 

写真-3 ジャッキアップ量測定状況 

表-2 各 STEP 時の管理結果表 

写真-4 ジャッキアップ完了状況 

注)ジャッキ番号はG1桁起点側が1，終点側が2，G2桁起点側が3，終点側が4とする。
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